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日本語と英語の違いへの気付き
―小学校英語教育と大学英語教育の接点―
加藤みゆき・鈴木　達也
Abstract
The purpose of  this research is two-fold.  One has to do with a proposal for 
an effective activity at the elementary school level to promote students’ noticing 
phonological differences between English and Japanese.  The students’ awareness 
of  the differences on English syllabic structure and Japanese moraic structure 
helps them to acquire a variation of  English that is more understandable for 
both native and non-native speakers of  English with appropriate rhythm 
of  the language.  The other has to do with an interface between elementary 
school English education and college English education from the perspective 
of  understanding the above-mentioned differences.  Not only noticing the 
differences but also understanding them from a linguistics point of  view will 
help the more mature learners to acquire a variation of  English that is more 
understandable without adding unnecessary vowels that may cause irregular 
rhythm.  Some enhancement seems necessary for oral communication-based 
approaches, which are widely adopted in college English education, because such 
barriers as negative transfer of  mother tongue may prevent the learners from 
noticing the differences between the two languages.
 1．序 
 　本稿は，著者の一人である加藤が，2020 年度施行の新小学校学習指導要
領第 4章〔外国語活動〕第 1目標（1）に掲げられている，「日本語と外国
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語との音声の違い等に気付くとともに，外国語の音声や基本的な表現に慣れ
親しむようにする。」を達成する目的で効果的なアクティビティを開発，実
践し検証したことを踏まえて 1） ，小学校英語教育ならびに小学校英語教育と
大学英語教育の接点について考察するものである。 
 　小学校への英語教育導入については賛否両論があり，実際，非常に多くの
解決すべき問題があるように思われる。とりわけ，我が国のような外国語と
しての英語教育（EFL）のコンテクストにおいて早期の英語教育を行うこと
に対して向けられた批判に対しては，真摯に向き合わなくてはならないと考
える 2） 。しかしながら，実際，2020 年度施行の新小学校学習指導要領に英語
教育が盛り込まれている事実を踏まえて，本稿では，小学校への英語教育導
入の是非についての議論ではなく，新小学校学習指導要領のもとで行い得る
効果的な教育について，特に「気付き」の視点から検討することとする。 
 　新小学校学習指導要領における英語教育は，従来の中学校でも行われてい
なかったやり方で，全く新しいアプローチを取り入れようとしている。次期
学習指導要領は，中学の英語教育の前倒しではなく，外国語活動から中学の
英語へのブリッジとなることが想定されている。このような教育を受けてき
た子供たちを受け入れる中学，高校での英語教育への波及効果は計り知れな
い。さらに，文部科学省が 2013 年 12 月に発表した「グローバル化に対応
した英語教育改革実施計画」では，「小・中・高等学校を通じた英語教育全
体の抜本的充実を図る。」とされており，今回の教育改革の枠組みに基づい
た英語教育を受けた生徒の受け皿となる大学での英語教育についても対応が
急がれるところである。 
 　本稿は，日本語と英語の発音の違いについて着目した試みを踏まえて小学
校での英語教育に対する示唆を行うとともに，同種の問題は大学英語教育の
コンテクストでも存在するものであると考え，大学英語教育の視点からも検
討を加えるものである。 
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 　本稿の構成は次のようになっている。本節に続く第 2節では，新小学校指
導要領の概説と現状，ならびに高山（2010）の「通じる英語」の紹介を行う。
第 3節では，日本語と英語の発音の違いを気付かせる小学生向けのアクティ
ビティの提案について，そして第 4節では，小学校英語教育と大学英語教育
の接点について，「通じる英語」の視点からの大学英語教育における気付き
の重要性，ならびにその先にある理解に関わる問題の検討を行う。最後の第
5節は結論である。 
 2．新小学校学習指導要領 
 2.1．新小学校学習指導要領「外国語」および「外国語活動」 
 　2020 年度には，5，6年生の現行外国語活動は教科としての「外国語」に
なる。文部科学省が公開した2020年度実施予定の新学習指導要領によると，
教科としての「外国語」の目標は，現行の小学校学習指導要領「外国語活動」
の「コミュニケーション能力の素地を養う」から，現行中学校学習指導要領
の目標「コミュニケーション能力の基礎を養う」に変わっている。また，す
べての科目に横断的に掲げられている新学習指導要領の目標の一つ「思考力，
判断力，表現力等」の項目（第 2　2内容（2））が新設され，具体的な言語
活動の例が挙げられている。学習内容については「外国語」の文法や文構造
等の一部前倒し，語彙数の増加（600 ～ 700 語），「聞くこと」「話すこと〔や
り取り〕〔発表〕」に加え，新たに読み書きが導入されるなど，中学校との接
続を意識した内容となっている。 
 　また，2020 年度より，3，4年生に新たに「外国語活動」が導入される。3，
4年生の新学習指導要領「外国語活動」は，現行の学習指導要領「外国語活
動」とほぼ同じ内容だが，新学習指導要領「外国語」同様，「思考力，判断力，
表現力等」の項目（第 2　2内容（2））が新設され，「聞くこと」「話すこと〔や
り取り〕」「話すこと〔発表〕」の具体的な言語活動が挙げられている。 
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 　新小学校学習指導要領「外国語活動」の一番目の目標は「日本語と外国語
との音声の違い等に気付くとともに，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親
しむようにする。」（新学習指導要領第 4章〔外国語活動〕第 1　目標（1））
となっており，現行学習指導要領の目標「外国語の音声やリズムに慣れ親し
むとともに，日本語との違いを知り，言葉の面白さや豊かさに気付くこと。」
（第 2　内容　1）を引き継いでいる。 
 　さらに「小学校の新たな外国語教育における新教材年間指導計画例案　イ
メージ」（文部科学省，2017） 3） で示されている教材の各ユニットの目標を見
ると，全 9ユニットのうち，5つのユニットで「音声の違いへの気付き」が
目標として掲げられている。これらのことから「日本語と英語の音声の違い
への気付き」は，小学校外国語活動での重要な目標であることが分かる。 
 2.2．現状 
 　現行学習指導要領第 4章　第 2　内容 2（1）の目標，「外国語の音声やリ
ズムなどに慣れ親しむとともに，日本語との違いを知り，言葉の面白さや豊
かさに気付くこと。」について，現在，外国語活動で使用されているテキス
ト  Hi, friends! 1, 2 （文部科学省，2012）の授業案には，明確に音声の違いへの
気付きを促すことを目的としたアクティビティはなく，色々なゲームを通し
て教師が発音するものを何度も聞いてリピートする，または，チャンツなど
を通して暗示的に気付きを促す活動を紹介している。そして，評価方法は行
動観察，振り返りカード分析としている。小学校現場では各学校の実態に合
わせ，活動後に音声面に対する気付きを文章で書いてもらうなど，特に音声
の違いに対する気付きに焦点を当てた振り返りをさせる工夫をしている事例
が報告されている（鈴木・尾形，2017）。 
 　極めて重要度の高い目標であるにもかかわらず，音声の違いへの気付きを
促すことのみに直接的にフォーカスした活動例は文部科学省の授業案にはな
く，現状の方法ではどれくらいの児童が日本語と英語の音声の違いを認知し
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ているのか，どのような「気付き」をどの程度得ているか等の把握に限界が
ある。小学校現場で ALT（外国語指導助手）として外国語活動に関わって
いる筆者（加藤）自身，児童の気付きを確認することに難しさを感じている
のが現状である。 
 　この「日本語と英語の音声の違いへの気付き」は，これから英語学習をし
ていく児童たちにとって，「通じる発音」を身につけていくことにつながる
重要な第一歩という意味でも，その指導はもう少し明示的に行われるべきで
あると考える。 
 2.3．「通じる発音」 
 　高山（2010：91）は，英語学習初期の段階での発音指導の重要性を指摘し，
日本人英語学習者のための「通じる英語」を目標にした発音指導の必要性を
強調している（高山，2010：103）。議論に入る前に，まずは「通じる発音」
の定義を明確にしておきたい。高山（2010）は，様々な発音指導に関する研
究結果から，英語母語話者，非英語母語話者のどちらの聞き手に対しても「理
解可能性」の高い発音を「通じる発音」とし，日本人英語学習者への発音指
導の目標は，ネイティブ・スピーカーのような発音を目指すことではなく，「通
じる発音」を身につけることとしている。これは，非英語母語話者同士のコミュ
ニケーションが増大している現代において，特定の英語母語話者の発音の習
得にこだわるより，コミュニケーション上，誤解されないような聞きやすい発
音を目指せば良いというバトラー後藤（2015：178）の主張とも一致している 4） 。 
 　高山（2010）は，様々な研究結果から，日本人英語学習者の発音を最も
通じにくくしている原因は，母音を不必要に挿入することによって強勢の位
置を間違うことが非常に大きな要因であると推察した上で，「通じる英語」
を目指した発音指導において重要なことは，日本人英語学習者に音節構造の
違いを体感させた上で，①ある単語が「いくつの音の塊から成っているか」（音
節の数），②「どこを強く発音するか」（強音節の位置と強め方）を明示的に
加藤みゆき・鈴木達也
246
教えること，③母音挿入させない子音結合の練習を行うことであると述べて
いる（高山，2010：88，103）。 
 　高山（2010）は，中学 3年生を対象に上記①，②，③の段階を踏んだ発
音指導を行い，その効果を報告している。 
 　高山（2010：89）は，中高生に専門用語を使って説明をしても，音とし
ての実感を伴わない限り理解されにくいとし，「音節というものが『音の塊』
のようなものであること，日本語と英語ではその『音の塊』の仕組みが同じ
でないこと」を体感させる指導を実践している。 
 　この「体感させる」指導法は，新学習指導要領「外国語活動」の目標，「外
国語を通して，言語や文化について体験的に理解を深め，日本語と外国語と
の音声の違い等に気付くとともに，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親し
むようにする」に述べられている「体験的に理解を深め」という部分と通じ
るものがある。小学校 3年生での外国語活動の目標である「日本語と外国語
との音声の違い等に気付く」ための活動として，「通じる発音」を身につけ
る上で重要かつ優先事項とされている「音節構造の違いを体感させる」こと
が，英語を習い始めた児童への発音指導で取り扱う事項として，最もふさわ
しいと思われる。 
 　高山（2010）は，中学 3年生に，音節の数が同じ日本語と英語の歌を実
際に歌わせることにより，両言語における音節構造の違いを体感させている。
具体的には，（1）のように，12 の「音の塊」から成る『サザエさん』の主
題歌の冒頭の部分と，同じく 12 の「音の塊」から成る The Beatles の  Yesterday
 の冒頭部分を鼻歌で歌わせて対比させている 5） 。 
 （1）a．お・さ・か・な・く・わ・え・た・ド・ラ・ね・こ 
 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 　　b．Yes・ter・day・all・my・trou・bles・seemed・so・far・a・way 
 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
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 　音の塊の数が同じであっても，日本語と英語では音節構造が異なるため，
生徒は自然と日本語と英語では音の塊の性質が異なることを体感することが
できよう 6） 。 
 　しかしながら，この方法には文字を見ることも含まれるため，まだ文字を
導入していない小学校 3年生の児童にはこのアプローチは適切ではない。児
童向けには，楽しいゲーム等に参加しながら，繰り返し音声を聞くことを通
して，「音の塊」に自ら気付く体験をさせるアクティビティを提案したい。 
 3．「音節（拍）を体感させる」児童向けアクティビティ 
 　日本語と英語の音の塊の違いを体感させるための小学校外国語活動にふさ
わしい活動として，筆者（加藤）はスゴロクゲームを考案した。やり方は，
クラスを 2チームに分け，日（日本語）と英（英語）をそれぞれ 3面ずつ
表記したサイコロ（図 1）をそれぞれのチームの児童に順番に振らせ，教師
が選んだ絵カードの語を，日本語が出たら日本語の音の塊で，英語が出たら
英語の音の塊の数え方で教師が数え，その音の塊の数だけ黒板に貼ったスゴ
ロク盤（図 2） 7） 上の駒を進めることができるというものである。 
 　使用した語は，カタカナになっている外来語の中から特に， Hi, friends! 1 
Lesson 4 に出てくる果物の名前等を使った。（strawberry, pineapple, ice cream, 
apple, orange, lemon, melon, cherry, peach, milk, juice）この単元には，単元目標と
して「日本語と英語の音の違いに気付く」という目標が初めて出てくるため，
当該単元の初回授業で単語の導入も視野に入れながら，このゲームを実践し
た。参加者は， Hi, friends!  を使用している 5年生 2クラス（各 27 名）の児童
たちである。 
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（2）a．図 1（サイコロ） 
 　　b．図 2（スゴロク盤） 
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 3.1．「気付き」の検証方法 
 　ゲームのプレー中，教師が生徒のつぶやきを拾い記録するとともに，活動
後に振り返りのコメントを書いてもらうことにより，子供たちの気付きを検
証した。以下にゲーム中の子供たちの様子と気付きを紹介する。 
 　スゴロクの駒を進める時，教師が指を折りながら音の塊の数を数えて進め
ていたが，8回目くらいになると，自然に子供たちが一緒に数え始め，日本
語も英語も正しく数えられるようになった 8） 。子供たちは英語より日本語の
方が駒を進められることにすぐに気付き，サイコロの日本語が出ると歓声が
上がるようになった。ゴール近くで同じ位置に駒がある時は日本語が出るよ
うに応援する声があちこちから上がり，「英語は少ししか進めない」，「日本
語はより先に進める」，つまり「日本語の方が音の塊の数が多い」ことを体
感することができたと考えられる。例えば（3）では，日本語のストロベリー
が 6つの音の塊から成っているのに対して，英語の strawberry は 3音節の語
であるので，音の塊は 3つしかない。スゴロクで駒を進めるという観点では
断然日本語の方が有利である。 
 （3）a．ストロベリー 
 　　　 ●●●●●● 
 　　b．straw・ber・ry 
 ● ● ● 
 　ゲーム中，子供たちから出たつぶやきは次のようなものであった。ここで
は，児童の言葉をそのまま掲載する。 
 （4）a．「日本語と英語と分かれると差がつく」 
 　　b．「日本語は 1文字 1マス」 
 　　c．「（英語は日本語みたいに）1マスずつじゃない。言い方によって違う」 
加藤みゆき・鈴木達也
250
 　　d．「（英語は）1マスに 2音あるなぁ」 
 　　e．「（英語は）強く言っている文字を数えるんだ」 
 　教師は，音節構造や音節と拍の違い等，音声学的な説明は一切していない。
スゴロクゲームをすることによって，子供たち自身が日本語と英語の音の塊
の性質の違いについて気付いていくのである。 
 3.2．振り返りカードの言葉 
 　スゴロクゲームの後の振り返りでは，様々なコメントが児童から出ていた。
（5）はその一部である。 
 （5）a． 日本語が出ると，その物の名前の文字数だけ動いて，英語が出ると，
強く言う数だけ動くことに気付きました。 
 　　b． 英語と日本語ではどんどん差が開いていることを見て，英語と日本
語では全然発音が違うということに気付きました。 
 　　c． 英語より日本語の方が，進む数が違うことが分かった。日本語は，
英語をカタカナにして読んでいることが分かりました。 
 　　d． 英語よりも日本語の方がマス数が多いので日本語が出た時はうれし
かったです。ピーチのように日本語と英語で少ししか変わらないも
のもあれば，パイナップルのように日本語と英語で差が出るものも
あります。 
 　　e． 英語と日本語で分けられると，差がつくということが分かりました。
たとえば，パイナップルやストロベリーなどで，日本語が出ると良
いと気がつきました。日本語は一音一音で進んでいくけれど，英語は，
強く言っている数だけで進んでいくんだと気づきました。 
 　　f． 日本語は小さい「っ」やのばす所もマスの動く数に入っていて，英
語は，小さい「っ」やのばす所は，ほとんど気にしないで 1マスや
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2 マスしか動きませんでした。 
 　　g．英語は言葉が短くなって日本語はゆったりしていることが分かった。 
 　児童の振り返りのコメントは，言語学的観点から見れば必ずしも正確とは
言えない点も多々あるが，（5）に挙げたコメントを見ただけでも，子供たち
がこのスゴロクゲームを通して日本語と英語の音の塊についてその違いに気
付いていることが分かるであろう。母語による負の転移の影響を退けるため
にも，早いうちから日本語と英語では音の塊について違いがあることを理解
することは重要であると考える。 
 3.3．成果および課題 
 　児童のゲーム中のつぶやきや振り返りカードの言葉から，このゲームの目
標である日本語と英語の音節（拍）の違いを体感できたと言っても良いであ
ろう。さらに，違いを認知するだけでなく，日本語は一音一音を音の塊とし
て数えること，英語は一つの音の塊としてカウントするものの中にいくつも
音が入っているということを体感し，それぞれの言語について自然に数えら
れるようになったことは成果と言える。 
 　今回のゲームを使った実践例では，現在授業案に挙げられているような
ゲーム，チャンツを通しての気付きよりは，もう少し直接的なフィードバッ
クを児童から得られたと思われるが，依然として児童の気付きを教師による
観察と振り返りカードの分析に頼るしかないことが課題として挙げられる。
「外国語活動」は教科ではないので，成績付けのための評価は必要ないが，
授業改善のための評価（自己点検評価）の視点からは，どのクラスでどの教
師が実践しても同じ評価ができるような評価基準の作成が必要であろう。 
 　また，今回，このゲームは現行の外国語活動 1年目の 5年生を対象に行っ
たものであり，果たしてこれを次期学習指導要領に基づく外国語活動 1年目
で同テーマを扱う時期にあたる 3年生の児童に対して行って，同じ結果が得
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られるかどうかは不明である。加えて，たとえ日本語と英語の違いに児童が
気付いたとしても，3年生の児童がその気付きを言葉で的確に伝えることが
できない可能性がある。その場合は，教師の観察が大きな役割を果たすこと
になり，やはり何らかの教師の客観的な評価基準が必要であると考えられる。
同時に評価には公平性も考慮されなければならない。観察による評価は，行
動の観察のみに基づいて行われるものであり，発言が多い活発な児童が高く
評価される傾向があるため，より精度の高い評価のためには，教師は児童と
個人的な会話やインタビューをする機会を持つことが望ましい。 
 4．大学英語教育との接点 
 　前節までで小学校英語教育における音声指導について見てきたが，同種の
問題は大学英語教育においても存在している。英語を専門とする学生の場合
は別として，多くの共通教育の英語の授業では，英語母語話者教員によるタ
スク遂行型，コミュニケーション重視の授業が盛んに行われることによって，
日本語と英語の発音の違いのような言語学的側面については，あまり重視さ
れないような授業が行われている。英語母語話者が教員となっていることに
よって学生が授業を通して自然と日本語と英語の違いについて気付いてくれ
れば理想的ではあるが，母語による負の転移やタスク遂行重視，コミュニケー
ション重視の授業運営から，必ずしも学生が日本語と英語の違いについて自
然に気付くという状態には至っていないと考える 9） 。英語を苦手とする学生
や，ある程度英語による対話はできても発音に関しては不要な母音が挿入さ
れた英語を使用する学生が多い。 
 　2.3 節で触れた初期の英語学習者に対する高山（2010）の「通じる英語」
という視点は，大学英語教育においても有効であろう。小学校，中学校での
英語教育の場合とは異なり，大学においては，音声学関係の授業を通して日
本語と英語の発音上の違いについて学ぶことができれば非常に有効であろ
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う。しかしながら，普段のオーラルコミュニケーション関係の授業において
も学生がポイントを理解できるような要素を取り入れることは，特に英語ネ
イティブ教員が英語でコミュニケーション重視の授業を行っている場合，難
しい場合が多い。 
 　本稿で扱った小学校英語教育における日本語と英語の音声の違いについて
では，音の塊の作りが日本語と英語とでは異なるという点に気付くことが重
要であったが，大学英語教育においては，その違いの仕組みを理解し，さら
にその違いから生じるリズムの違いまで理解して，より高度な理解につなげ
たい。ここでは，高山（2010）が「通じる英語」の視点から中高生の発音
指導のために挙げた 3つのポイントのうち，特に「③母音挿入させない子音
結合の練習を行う」に関わる点を取り上げることとする。 
 4.1．語アクセント 
 　窪薗・太田（1998）が詳説するように，日本語と英語は「語アクセント」
を持つという特徴は共有するものの，日本語はピッチアクセント，英語はス
トレスアクセントという異なるタイプの語アクセントを持つ。ピッチアクセ
ントの場合，語のコントラストを示す上で重要なのは音の高低なのであり，
音の強弱，長短は普通問題にされない。従って，雨―飴のペアは「あ」と「め」
の発音の高低によってコントラストが示される。一方，ストレスアクセント
の場合，語のコントラストには音の強弱，長短も関わっており，強勢のある
音節は強勢のない音節に比べて，強く，長く，高く発音される 10） 。 
 　さらに，文のリズムについては，日本語は各音節が同じ長さで繰り返され
る音節拍リズム 11） を，英語は強勢が同じタイミングで繰り返される強勢拍
リズムを使用しているため，リズムが異なる。（6） 12） に示すように，音節拍
リズムを使用する日本語の場合は各音節の長さが等間隔で繰り返されるが，
英語のような強勢拍リズムでは，強勢と強勢との間が一定の間隔になるため，
単語の音節数が一定でない限り，強勢と強勢の間のそれぞれの音節の長さは
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等間隔にはなり得ない。弱音節の数が少ない部分と弱音節の数が多い部分を
比較してみると，後者の方が前者よりも速く発音することになる（窪薗・太
田，1998：19 ― 20）。 
 （6）a．音節拍リズム 
 　　　  ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ ．．． 
 　　b．強勢拍リズム 
 　　　  ◯ ◯　◯ ◯◯◯ ◯ ◯　◯◯ ◯　◯◯◯◯◯ 
 　このように，元々種類の異なるリズムの作り方を使用している日本語と英
語であるが 13） ，これに加えてもしも母語からの転移によって英語の単語に不
要な母音を追加してしまい，さらに本来の英語のリズムである強勢拍リズム
ではなく，日本語の音節拍リズムを使用してしまったとすれば，少なくとも
リズム的には「通じる英語」からは極めて遠ざかった英語に変貌してしまう
ことは言うまでもない。 
 　第 3節で見た児童の気付きは，日本語の「ストロベリー」は元々 3音節
しかない英語の strawberry よりも音の塊が多いというものであったが，この
違いに気付かずに英語を学んでいってしまうと，「通じにくい英語」に近づ
いてしまうのである。コミュニケーション重視の英語教育においても，英語
という言語としての基本的要素についての意識を軽視してはならない。 
 5．おわりに 
 　今回の実践で，児童たちは，スゴロクの駒の進み方で単語の音節数を実際
に目で確認しながら，勝ち負けを競う体験を通して，楽しく「体感」するこ
とができた。「体感」させることのみがこのゲームの目的であったが，児童
たちは英単語の音節も教師と一緒に数え，活動中のつぶやきや活動後の振り
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返りの言葉から，英語の単語は「音の塊」でできていることに自ら気付いた
ことも読み取れる。 
 　この活動は，あくまでも初期段階の英語学習者向けで，その目的は学習者
を「気付き」に導く段階でとどまっているが，この先，この「気付き」から，
「通じる英語」を発音できるようにするために，「母音挿入させない子音結合
の練習を行う」（高山，2010：103）ことが大切であろう。同時に，高山が
指摘している「強音節の位置と強め方」もいずれかの段階で明示的に指導す
る必要がある。 
 　2020 年度から小学校でも教科としての英語教育が始まる。今後，小学校，
中学校，高校，それぞれの発達段階に合った指導法で，明示的に発音指導が
できるように，日本人英語学習者に必要な発音指導法を体系的に確立するこ
とが必要であろう。そして，その教育を受けた学生の受け皿となる大学での
英語教育についても見直しが必要である。 
 注 
 1） 　第 3節で紹介するアクティビティの実施について，様々な点でご理解・ご
協力いただいた，あま市立正則小学校の後東貴志校長先生をはじめ教職員の
皆さん，特に 5年 1組，2組の担任である宮沢賢司先生，後藤明香先生，そし
て児童の皆さんに心から感謝の意を表したい。なお，当小学校の外国語活動
状況は，1～ 4 年生は月一回程度の活動を行い，5年生から  Hi, friends!  を使用
した外国語活動を行っている。その意味で，外国語活動の状況としては，平
均的な公立小学校であると言えよう。 
 2） 　2016 年 12 月に発表された日本学術会議による提言「ことばに対する能動
的態度を育てる取り組み―初等中等教育における英語教育の発展のために―」
においても，EFL コンテクストにおけるインプットの不十分さ，母語による
負の転移等，現在の我が国における英語教育に関する多くの問題点が指摘さ
れている。 
 3） 　文部科学省（2017）「外国語教育における新学習指導要領の円滑な実施に向
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けた移行措置（案）」参照。なお，資料には「※第 3回小学校の新たな外国
語教育における補助教材の検証及び新教材の開発に関する検討委員会配布資
料（会議後修正版）を元に作成。今後の検討の過程で修正する可能性がある。」
と添えられている。 
 4） 　日本学術会議による提言（日本学術会議，2016：4）においても，多くの非
母語話者の使用者を持ち，使用者のそれぞれの母語による影響によって世界
には多様な英語が存在するにもかかわらず，我が国の英語教育ではその多様
性を反映させることの重要性がほとんど認識されていないと指摘されている。 
 5） 　例は高山（2010：89 ― 90）から引用。 
 6） 　第 4節では，大学英語教育において「音の塊」の性質の違いについてどの
ように指導したら良いか検討する。 
7）　今回使用したスゴロク盤は，Teach Children ESL のサイトから Super Word 
Racer（http://www.teachchildrenesl.com/games/super-word-racer/）をダウンロード
して使用した。
 8） 　アレン玉井（2010：149）は，日本語で音韻認識能力が高い子供は，英語の
音韻認識能力も高いと報告している。 
 9） 　適切なリキャストを行う等，補助的な指導が行われれば事態は改善される
と考えるが，多くの場合，コミュニケーション重視の授業では，コミュニケー
ションが成立している場合，英語ネイティブ教員が学生の間違いを敢えて個
別には指摘しないように思われる。 
 　なお，初等中等教育における英語教育においても言語間転移の問題は存在
する。（例えば，アレン玉井，2010：148 ― 150 参照。） 
 10） 　窪薗・太田（1998：11 ― 12）参照。 
 11） 厳密には，モーラ拍リズムである。窪薗・太田（1998：20）参照。 
 12） （6）の例は，窪薗・太田（1998：19）からの引用である。 
 13） 実際には，強勢音節と強勢音節が隣同士になる（衝突）ことによって生じ
るリズムの移動（リズム規則）等，さらに考慮する必要がある問題があるが，
本稿では割愛する。窪薗・太田（1998：21）参照。 
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